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歴
史
を
遡
れ
ば
1
9
2
1
年
4
月
15

日
、
関
高
等
学
校
の
前
身
、
岐
阜
県
武

儀
高
等
女
学
校
が
開
校
し
ま
し
た
。
４

年
後
の
2
0
2
1
年
に
は
関
高
校
は

1
0
0
周
年
を
迎
え
ま
す
。
一
世
紀
に

わ
た
り
積
み
重
ね
た
伝
統
の
重
み
は
言

葉
で
は
言
い
尽
く
せ
な
い
も
の
が
あ
り

ま
す
。

　

関
高
校
で
は
現
在
、
同
窓
会
を
中
心

に
関
高
Ｐ
Ｔ
Ａ
、
職
員
が
一
体
と
な
り

1
0
0
周
年
記
念
事
業
に
向
け
て
動
き

始
め
て
お
り
ま
す
。こ
の
記
念
事
業
は
、

卒
業
生
、
在
校
生
、
学
校
関
係
者
、
地

域
の
支
援
者
様
を
含
め
た
す
べ
て
の
人

達
に
と
っ
て
の
一
大
イ
ベ
ン
ト
に
し
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

記
念
事
業
の
タ
イ
ム
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

と
し
て
本
年
は
準
備
委
員
会
を
立
ち
上

げ
、
広
く
関
係
者
の
皆
様
の
意
見
を
拝

聴
し
、
よ
り
よ
い
方
向
性
を
探
っ
て
ま

い
り
ま
す
。
来
年
度
に
は
実
行
委
員
会

を
立
ち
上
げ
、
皆
様
か
ら
頂
い
た
ご
意

見
を
参
考
に
本
格
的
な
準
備
に
入
っ
て

い
き
ま
す
。

　

私
見
で
は
あ
り
ま
す
が
記
念
事
業
の

イ
ベ
ン
ト
に
は
全
国
各
地
で
ご
活
躍
の

卒
業
生
の
皆
様
が
関
市
に
集
い
、
懐
か

し
い
市
内
を
散
策
し
、
学
校
を
訪
問
し

て
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
で
き
る
よ
う
な
企

画
を
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

具
体
的
に
は
こ
の
年
の
１
カ
月
の
期

間
を
限
定
し
、
全
卒
業
生
を
対
象
に
式

　

少
子
化
と
高
齢
化
の
進
む
こ
と
へ
の

危
惧
が
現
実
化
し
、
高
校
教
育
に
お
い

て
も
そ
の
影
響
は
大
き
く
、
伝
統
校
で

あ
る
関
高
校
に
お
い
て
も
無
縁
の
も
の

で
は
な
い
よ
う
で
す
。
中
学
校
卒
業
予

定
数
は
、
10
年
後
岐
阜
県
全
体
で
約

３
，０
０
０
人
減
少
し
、
関
市
、
美
濃

市
、
郡
上
市
が
含
ま
れ
る
美
濃
学
区
で

は
２
５
０
人
の
減
少
が
見
込
ま
れ
て
い

ま
す
。
関
高
校
の
１
学
年
の
入
学
定
員

は
２
８
０
人
で
す
の
で
、
そ
の
規
模
の

大
き
さ
は
分
か
っ
て
い
た
だ
け
る
と
思

い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
中
、
県
教
育
委
員
会
は
そ

れ
ぞ
れ
の
地
域
で
魅
力
あ
る
学
校
づ
く

り
を
進
め
る
た
め
、
県
立
高
等
学
校
活

性
化
の
基
本
方
針
「
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ

ン
」を
示
し
ま
し
た
。
関
高
等
学
校
は
、

「
選
抜
性
の
高
い
大
学
へ
の
進
学
が
多

い
高
校
」
と
い
う
位
置
づ
け
を
さ
れ
、

「
グ
ロ
ー
バ
ル
リ
ー
ダ
ー
の
育
成
」「
探

究
的
な
学
習
の
推
進
」「
個
別
の
高
度

な
学
習
ニ
ー
ズ
へ
の
対
応
」「
キ
ャ
リ

ア
教
育
の
充
実
」
と
い
っ
た
教
育
を
積

極
的
に
推
進
し
、
地
域
か
ら
求
め
ら
れ

る
人
材
の
育
成
を
図
る
こ
と
と
な
っ
て

い
ま
す
。
つ
ま
り
、
本
校
に
は
大
学
入

試
へ
の
対
応
を
ひ
た
す
ら
進
め
る
の
で

な
く
、
大
学
入
学
後
、
卒
業
後
を
見
越

し
た
社
会
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
活
躍
す

る
資
質
、
能
力
の
素
地
を
高
め
る
教
育

が
求
め
ら
れ
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

本
年
度
、
平
成
26
年
度
か
ら
３
年
間

継
続
し
た
Ｓ
Ｇ
Ｈ
（
ス
ー
パ
ー
グ
ロ
ー

バ
ル
ハ
イ
ス
ク
ー
ル
）
の
指
定
が
３
年

間
延
長
さ
れ
ま
し
た
。
大
学
で
実
施
す

る
探
究
型
の
課
題
研
究
を
、
１
年
生
は

地
域
の
国
際
化
や
国
際
貢
献
の
視
点

で
、
２
年
生
は
国
際
的
な
課
題
か
ら
実

施
を
し
て
い
ま
す
。
英
国
の
姉
妹
校
ヘ

イ
ド
ン
校
や
ベ
ト
ナ
ム
の
高
校
と
の
交

流
も
礼
文
島
で
実
施
す
る
国
際
学
術
調

査
も
継
続
し
て
い
き
ま
す
。
研
究
者
や

実
業
家
、地
域
の
名
士
に
よ
る
講
演
会
、

大
学
の
研
究
室
や
企
業
の
研
究
所
を
訪

問
す
る
等
、
こ
の
活
動
で
は
、
県
下
の

高
校
の
先
頭
を
し
っ
か
り
と
し
た
歩
み

で
進
め
て
い
ま
す
。

　

そ
の
一
方
で
、
１
０
０
年
近
い
伝
統

が
育
ん
だ
校
風
は
し
っ
か
り
次
の
世
代

に
引
き
継
げ
る
よ
う
教
育
活
動
を
進
め

て
い
ま
す
。
少
子
化
の
中
で
高
校
の
在

り
方
を
考
え
て
い
く
と
き
、
時
代
に
求

め
ら
れ
る
教
育
と
守
る
べ
き
教
育
の
バ

ラ
ン
ス
を
と
っ
て
い
く
の
が
、
関
高

等
学
校
の
教
育
の
姿
と
考
え
て
お
り
ま

す
。
同
窓
生
の
皆
さ
ま
も
ぜ
ひ
、
母
校

関
高
等
学
校
の
発
展
に
期
待
と
支
援
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

関
高
百
周
年

記
念
事
業
に
向
け
て

少
子
化
の
中
で
の

�

関
高
校
の
姿

典
や
祝
賀
会
を
開
催
、
同
時
期
に
合
わ

せ
て
市
内
に
お
い
て
市
民
講
演
会
を
主

催
、
卒
業
生
の
美
術
作
品
「
関
高
O
B

展
」
の
発
表
、
吹
奏
楽
部
の
演
奏
、
演

劇
部
に
よ
る
公
演
の
開
催
が
考
え
ら
れ

ま
す
。
そ
し
て
、
市
内
の
商
店
街
の
店

主
の
皆
様
に
も
参
加
頂
け
る
良
い
企
画

を
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

　

開
催
の
時
期
に
つ
き
ま
し
て
は
実
行

委
員
会
の
ご
意
見
が
尊
重
さ
れ
ま
す

が
、
６
月
、
９
月
、
10
月
開
催
の
意
見

が
浮
上
し
て
お
り
ま
す
。
６
月
は
学
校

行
事
が
少
な
く
在
校
生
の
参
加
が
容
易

で
あ
る
こ
と
、
９
月
は
関
高
祭
と
体
育

祭
の
同
時
開
催
が
可
能
で
す
。
ま
た
10

月
は
市
内
で
「
刃
物
祭
り
」
が
開
催
さ

れ
、
遠
方
の
卒
業
生
が
帰
郷
し
や
す
い

時
期
か
と
も
思
わ
れ
ま
す
。
い
ず
れ
に

し
て
も
メ
リ
ッ
ト
、
デ
メ
リ
ッ
ト
は
あ

り
ま
す
が
貴
重
な
る
ご
意
見
を
待
つ
と

こ
ろ
で
す
。

　

で
き
る
限
り
多
く
の
卒
業
生
が
関
市

に
集
う
こ
と
が
記
念
事
業
成
功
に
繋
が

る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
卒
業
生
の
皆

様
、
ク
ラ
ス
会
や
学
年
同
窓
会
、
部
活

の
O
B
会
開
催
の
予
定
が
あ
り
ま
し
た

ら
こ
の
記
念
事
業
に
合
わ
せ
て
計
画
し

て
頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

そ
の
他
、
図
書
館
の
整
備
、
関
高
在

学
生
の
短
期
留
学
を
支
援
す
る
奨
学
金

制
度
基
金
が
候
補
に
上
が
っ
て
お
り
ま

す
。

　

ど
の
企
画
も
卒
業
生
の
皆
様
の
絶
大

な
る
ご
協
力
が
必
要
で
す
。
来
年
度
、

実
行
委
員
会
が
開
催
さ
れ
れ
ば
経
過
を

皆
様
に
お
伝
え
し
、
ま
た
貴
重
な
ご
意

見
を
拝
聴
す
る
機
会
が
増
え
る
と
思
い

ま
す
。

　

い
つ
ま
で
も
皆
様
の
心
に
残
る
記
念

事
業
に
な
る
こ
と
を
祈
っ
て
止
み
ま
せ

ん
。
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卒業年度 28 27 26 25 24

卒業者数 280 273 280 276 281

国公立大学 156 119 151 117 143

私 立 大 学 671 640 756 602 737

東 京 大 学 1 1 0 1 2

京 都 大 学 1 0 3 3 7

名古屋大学 10 6 19 9 18

大 阪 大 学 3 1 2 2 2

岐 阜 大 学 33 16 25 19 24

早稲田大学 5 3 10 8 15

慶應義塾大学 1 3 4 4 8

南 山 大 学 39 36 62 51 38

名 城 大 学 59 51 88 75 63

立命館大学 59 39 51 49 56

同志社大学 25 19 29 17 45

※合格者の多い大学のみ掲載しました。

【 

転
入 

】

教
諭（
理　

科
）�
池
村　

和
浩�（
高
31
回
）

教
諭（
国　

語
）�

上
野
志
津
子�（
高
39
回
）

事
務（
主　

査
）�

伊
藤　

美
保�（
高
42
回
）

事
務（
事
務
長
補
佐
）�

野
口
み
さ
子�（
高
44
回
）

【 

転
出 

】

事
務（
事
務
長
補
佐
）�

森　
　

里
志�（
高
31
回
）

助
手（
理　

科
）�

石
原　

貴
子�（
高
42
回
）

教
諭（
国　

語
）�

坂
本
か
な
子�（
高
49
回
）

　

全
体
の
約
5
割
近
く
が
国
公
立
四
大
へ
、
難
関
私
立
四
大
に
も
多
く
進
学
し
て
い

ま
す
。
国
公
立
大
二
次
試
験
や
私
大
入
試
に
向
か
っ
て
最
後
ま
で
粘
る
姿
が
印
象
的

で
し
た
。
大
学
進
学
後
の
さ
ら
な
る
飛
躍
に
期
待
し
ま
す
。

第
69
回
生
（
平
成
29
年
３
月
卒
業
）

同
窓
会
ク
ラ
ス
幹
事

１　

組�

小　

川　

修　

平

�

古　

川　

由
佳
子

２　

組�

澤　

田　

総
一
郎

�

神　

木　

亜　

紀

３　

組�

北　

川　

智　

基

�

中　

尾　

あ
り
さ

４　

組�

廣　

山　

敦　

紀

�

齊　

藤　

美　

名

５　

組�

久　

野　

哲　

平

�

酒　

向　

結　

子

６　

組�

末　

松　

律　

人

�

中　

村　

友　

香

７　

組�

古　

川　

雅　

大

�

可　

児　

磨
理
奈

学
年
幹
事久　

野　

哲　

平

齊　

藤　

美　

名

▼�

郵
送
料
値
上
げ
の
た
め
、
一
昨

年
度
よ
り
紙
面
で
の
発
行
を
隔
年

と
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
本

年
度
は
関
高
校
H
P
で
の
発
行
で

す
。
ご
了
承
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

会
費
の
納
入
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

▼ 

転
居
・
市
町
村
合
併
等
に
よ
る

町
名
や
地
番
の
変
更
に
よ
り
、
会

員
の
皆
様
へ
の
ご
連
絡
や｢

桜
ヶ

丘
だ
よ
り｣

の
ご
送
付
に
支
障
が

生
じ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
個
人

情
報
の
保
護
が
叫
ば
れ
る
昨
今
の

状
況
も
考
慮
い
た
し
ま
す
と
会
員

名
簿
の
作
成
・
発
行
は
非
常
に
困

難
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
つ
き
ま

し
て
は
、
各
学
年
の
幹
事
の
皆
様

や
ご
本
人
か
ら
の
情
報
を
事
務
局

ま
で
お
知
ら
せ
い
た
だ
け
る
と
幸

い
に
存
じ
ま
す
。
何
卒
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

▼ 

学
年
同
窓
会
開
催
の
折
に
は
、

事
務
局
ま
で
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

補
助
金
を
支
給
し
て
お
り
ま
す
。

▼ 

会
報
掲
載
用
の
原
稿
を
募
集
し

て
お
り
ま
す
。
同
窓
会
員
の
皆
様

の
ご
活
躍
の
様
子
や
、
同
窓
会
で

の
交
歓
の
ひ
と
と
き
等
の
記
事
を

お
写
真
と
と
も
に
お
寄
せ
く
だ
さ

い
。（
お
写
真
は
お
返
し
し
ま
す
。）

　

岐
阜
支
部
第
八
回
総
会
及
び
懇
親
会

を
左
記
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。

　

母
校
の
情
報
や
ご
指
導
頂
い
た
先
生

方
と
の
懇
談
、
お
楽
し
み
会
？
同
期
生

を
誘
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
卒
業
年
次
に
か
か
わ
ら
ず
、

ま
た
他
支
部
か
ら
の
ご
参
加
も
歓
迎
し

ま
す
。

記

・
日
時

　

平
成
二
十
九
年
九
月
二
十
四
日（
日
）

　

午
前
十
一
時
よ
り

　
　
（
受
付　

午
前
十
時
三
十
分
か
ら
）

・
場
所

　

岐
阜
市
長
良
川
畔

　

岐
阜
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル

�

〇
五
八（
二
三
三
）一
一
一
一

・
会
費
（
懇
親
会
費
）　

八
千
円

［
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
］

　

岐
阜
支
部
長

　
　

第
十
七
回
生　

薮
下　

浩

�

〇
五
八（
二
四
一
）一
四
三
五

岐
阜
支
部

�

総
会
開
催
の
ご
案
内

平
成
29
年
度
同
窓
職
員
異
動

卒業生の合格状況 昨
年
度
入
試
を
振
り
返
っ
て

編
集
後
記


